
僧
祐
撰
法
苑
雑
縁
原
始
集
に
つ
い
て

菅

野

龍

清

僧
祐

の
著
作
は

『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
れ
ば
、
梁
代
に
は
八
部
存
在

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
著
作
は
僧
祐
自
身
に
よ

っ
て

「法
集
総
目
録
」

と
し
て

一
括
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
知

ら
れ

る
。
そ
の
内
訳
は

『
釈
迦

譜
』
五
巻
、
『世
界
記
』
五
巻
、
『
出
三
蔵

記
集
』
十
巻
、
『
薩
婆
多
部

相
承
伝

(薩
婆
多
部
記
)』
五
巻
、
『法
苑
雑

縁

原
始

集

(法
苑
集
)』
十

巻
、
『
弘
明
集
』
十
巻
、
『十
諦
律
義
記

(十
論
義
記
)』
十
巻
、
『
法
集

雑
記
伝
銘

(法
集
雑
記
銘
)』
七
巻
と
こ
れ
に
付
随
す

る

『
雑
碑
記

(雑

記
碑
文
)』

一
巻
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
現

存

す

る

『釈
迦
譜
』
『
出
三

蔵
記
集
』
『
弘
明
集
』
の
三
書

で
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
三
書
に
つ
い
て

は
序
文
と
目
録
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
撰
述

目
的
に

つ
い
て
僧
祐
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
釈
迦

譜
』
は

「覚
応
を
顕
明
せ
ん
が
た
め
」
で
あ

り
、
『
世
界
記
』
は

「
六

趣
を
区
弁
せ
ん
が
た
め
」
で
あ

り
、

『
出
三
蔵
記
集
』
は

「経
の
訳
を

訂
正
せ
ん
が
た
め
」
で
あ

り
、
『
薩
婆
多
部
相
承
伝
』
は

「律
本
の
尊

崇
せ
ん
が
た
め
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た

『
法
苑
雑
縁
原
始
集
』
に
つ

い
て
は

「福
源
を
弥
論
せ
ん
が
た
め
」
で
あ

り
、
『
弘
明
集
』
に
つ
い
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て
は

「
正
化
を
護
持
せ
ん
が
た

め
」
で
あ
り
、
『
十
諦
律
義
記
』
に
つ

い
て
は

「
(律
義
の
)
章
条
科
目
は
霜

(ひ
そ
か
)
に
早
習
す
る
所

に
し

て
、
毎
に
服
偏
思
尋
し
、
墜
失
有
ら
ん
こ
と
を
催
る
」
か
ら
で
あ
り
、

『
法
集
雑
記
伝
銘
』
と

『雑
碑
記
』
に
つ
い

て
は

「覚
道
の
忍
土
に
流

れ
、
正
化
の
像
運
に
隆
ん
な
ら
ん
こ
と
を
願
う
」
か
ら
で
あ
る
と
い
っ

て
い
る
。

さ
て
今
回
は
今
日
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
僧
祐
の
著
作
の
う
ち
、

『
法
苑
雑
縁
原
始
集
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の

一
部

の
復
元
と

他
の
僧
祐

の
著
作
と
の
関
係
を
考
察
し
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
仏
教
類
書
の
検
討
に

よ
り
、
梁
代

に
お
け
る
仏
典
流
布
状
況
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
為
す

も

の
と
す
る
。
そ
の
目
録
か
ら
判
断
す
る
と
』
法
苑
雑
縁
原
始
集
』
は
十

二
巻
か
ら
な
り
、
『釈
迦
譜
』
『経
律
異
相
』
と
同
様
に
あ
ま
た
の
経
律

か
ら
記
事
を
引
く
形
で
撰
述
さ
れ
た
類
書
で
あ
る
。
構
成
の
次
第
は
巻

第

一
が
仏
宝
集
、
巻
第
二

・
三
が
法
宝
集
、
巻
第
四

・
五
が
僧
宝
集
、

巻
第
六
が
経
唄
導
師
集
、
巻
第
七
が
龍
華
像
会
集
、
巻
第
八

・
九
が
雑

図
像
集
、
巻
第
十
が
経
蔵
正
斎
集
、
巻
第
十

一
が
菩
薩
戒
集
、
巻
第
十

五
九
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僧
祐
撰
法
苑
雑
縁
原
始
集
に
つ
い
て

(菅

野
)

二
が
止
悪
興
善
集
、
巻
第
十
三

・
十
四
が
大
梁
功
徳
と
な
る
。
し
か
し

序
文
に
お
い
て
は
十
巻
と
な
っ
て
お
り
、
目
録
と
序
文
で
調
巻
に
つ
い

て
僧
祐
自
身
の
述
べ
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
内

容
に
つ
い
て
は
序
文
の
中
で

「経
唄
導
師
の
集
、
龍
華
聖
像
の
会
、
菩

薩
稟
戒

の
法
、
止
悪
興
善

の
教
」
と
僧
祐
自
身
も
謳

っ
て
い
る
の
で
、

目
録

へ
後
人
が
付
加
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
推
測

の
域
を
出

な
い
が
、
「
区
ぎ
る
に
類
別
を
以
て
凡
て
十
巻
と

な
す
」
と
い
う
記
述

か
ら
考
え
て
、
僧
祐
の
い
う
と
こ
ろ
の

「十
巻
」
と
い
う
の
は
十
の
類

別
と
い
う
意
味
と
も
考
え
ら
れ
る
。

今
回

は
こ
の
内
、
仏
宝
集

の
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
為
し
た

い
と
思
う
。
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
理
由
と
し
て
、
第

一
に
目
録
に
示
さ

れ
る
仏
宝
集
中
に
お
け
る
記
事

の
表
題
か
ら
、
そ
の
半
数
以
上
の
記
事

が

『
釈
迦
譜
』
に
も
見
ら
れ
て
、
そ
の
復
元
が
容
易
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
点
、
第
二
に

『釈
迦
譜
』
に
同
様
の
記
事
が
見
ら
れ
る
場
合
の
多

く
に
、
『
経
律
異
相
』
に
も
同
様
の
記
事
が
見
ら
れ

る

こ
と
、

こ
の
こ

と
か
ら

『釈
迦
譜
』
と

『結
律
異
相
』
の
関
係
を
類
推
で
き
る
と
い
う

点
、
さ

ら
に
こ
れ
は

『法
苑
雑
縁
原
始
集
』
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い

が
、
第
三
と
し
て

『釈
迦
譜
』
と

『経
律
異
相
』
と
い
っ
た
類
書
に
同

様
の
記

述
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ

の
出
典
を
調

べ
る

こ
と

に
よ

り
、
唐
代
以
後
と
異
な
る
梁
代
に
お
け
る
経
典
流
布
状
況
解
明
の
糸
口

が
発
見

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
、
以
上
の
理
由
が
挙
げ
ら

れ
る
。

六
〇

①

「優
墳
王
栴
檀
像
波
斯
匿
王
紫
金
像
記
」
、
出
典
は

「増

一
阿
含
」

と
さ
れ
て
い
る
。
『
釈
迦
譜
』
巻
第
三
に
同
じ
く
出
典
を

「増

一
阿
含
」

と
す
る

「優
填
王
造
釈
迦
栴
檀

像
記
」
(

)
及
び

「波
斯
匿

王
造
釈
迦
金
像
記
」
(

)
が
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た

『経

律
異
相
』

に
も
出
典
を

「増

一
阿
含
経
巻
第
十
九
」
と
す
る

「優
填
王

造
牛
頭
栴
檀
像
」

(

)
及

び

「波
斯

匿

王
造
金
像
」
(

)
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
梁
代

に
流
代
に
流
布
し
て
い

た
増

一
阿
含
経
は
現
存

の
も
の
と
は
調
巻
が
異
な
る

こ
と
が
、
『
三
蔵

記
集
』
所
載
の
道
安
の
経
序
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
当
時
の
調
巻
は
四

十

一
巻
、
現
存
す
る
増

一
阿
含
経
は
五
十

一
巻
で
あ
る
。
現
存
の

『増

一
阿
含
経
』
で

は
巻
第
二
十
八

(

)
に
該
当
す

る
記
述
が

見
え
る
。

②

「迦
蘭
陀
長
者
初
造
竹
園
精
舎
縁
記
」、

出

典

は

「過
去
現
在
因

果
経
」
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
現
存
す
る

『過
去
現
在
因
果
経
』
巻

第
四

(

)

に
は
頻
毘
娑
羅
王
に
よ
る
竹
園
僧
伽
藍

の
布
施
が
説
か
れ
る
が
、
同
経
に
は
伽
蘭
陀
長
者
は
登
場
し
な
い
。
た

だ
し

『釈
迦
譜
』
巻
第
三
に

「釈
迦
竹
園
精
舎
縁
記
」
あ
り
、
こ
こ
に

出
曲
と
し
て

「曇
無
徳
律
」
「中
本
起
」
「菩
薩

蔵
経
」
の
三
経
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
種

の
引
用
の
う
ち

「
中
本
記
」
中
に
伽
蘭
陀
長

者
の
竹
園
布
施
が
説
か
れ
る
。
こ
の
記
述

は
現
存
す

る

『
中
本
起
経
』

巻
上
<

>
に
相
当
す
る
。

③

「須
達
長
者
初
造
髪
爪
塔
記
」
、
出
典
は

「十
誦
律
」
と
さ

れ
て
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い
る
。
『釈
迦
譜
』
巻
第
三
の

「
釈
迦
髪
爪
塔
縁
記
」
(

)
と

同
じ
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ

る
。
『釈
迦
譜
』
で
も
出
典
は

「十

誦
律
」

と
さ
れ
て
い
る
。
『経
律
異
相
』
で
は
巻
第

六
中

の

「
須
達
起

髪
爪
塔
」
(

)
が
該
当

し
、

こ

こ
で
は
出

典
が

「十
誦
律

序
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

一
見
す
る
と
同
律
巻
第
六
十

.
六
十

一
、
す
な
わ
ち

「善
誦
毘
尼
序
」
を
指
す
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

内
容
的

に
該
当
す
る
箇
所
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
正
確
に
は
同
律
巻
第

五
十
六
第
十
誦
之

一
「比

丘
誦

(善
誦
)」
(

)
に
該
当

す
る
箇
所
が
あ
る
。
『経
律
異
相
』
に
あ

る

「
十
誦
律
序
」
と

は

『
十

誦
律
』

の

「第
十
誦
の
初
め
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

④

「
仏
初
留
影
在
石
室
記
」
、
出
典
は

「観
仏
三
昧
経
」
と
さ

れ

て

い
る
。

こ
れ
に
該
当
す
る
の
は

『釈
迦
譜
』
巻
第
三

「釈
迦
留
影
在
石

室
記
」

(

)
と

『経
律
異
相
』
巻
第
六

「
(六
龍
王
石
窟
)

仏
影
」

(

)、
で
あ

ろ
う
。
両
者
の
記
述

は
殆
ど
同
じ
で

あ
る
。
出
典
は
仏
陀
婆
陀
羅
訳

『観
仏
三
昧
経
』
巻
第
七

「観
四
威
儀

品
」
(

)
で
あ
る
。
こ
の

『観
仏
三
昧
経
』
も
梁
代
と
唐

代
以
後

で
は
調
巻
が
異
な
る
。

⑤

「切
利
天
上
初
造
髪
衣
鉢
牙

四
塔

記
」
、
出
典
は

「集
経
抄
」
と

さ
れ
て
い
る
。
『釈
迦
譜
』
巻
第
三

「釈
迦
天

上
四

塔
縁
記
」
(

)
と

『経
律
異
相
』
巻
第
六

(「天
上
四
塔
」

)
に
同
善

じ
も

の
で
あ
ろ
う
。
両
書
に
出
典
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

「集
経
抄
」

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の

「集
経
抄
」
を
巡

っ
て

『釈
迦
譜
』

僧
祐
撰
法
苑
雑
縁
原
始
集
に
つ
い
て

(菅

野
)

と

『
経
律
異
相
』
の
間
に
興
味
深
い
問
題

が

あ

る
。
『
釈
迦
譜
』
で
は

「
天
上
四
塔
」
に
つ
い
て
記
し
た
後
に

「祐
、
経
律
を
案

ず

る

に
、
人

中
に
四
大
塔
有
り
…
…
」
と
し
て
、
僧
祐
自
身
の
記
述
と
し
て

「
生
処

塔
」
「
成
道
塔
」

「転
法
輪
塔
」
「涅
槃
塔
」
に

つ
い
て
述
べ

て
い
る
。

『
経
律
異
相
』
で
は
先
述
の
直
後
に

「人
中
四
塔
」
と
新

た
に
題
名
を

付
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は

『
釈
迦
譜
』
の
記
述
を
幾
分
省

略
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き

は

『釈
迦
譜
』
に
お
い
て

は
僧
祐
自
身
の
記
述
で
あ
り
、
あ
え
て
出
典
を
記
し
て
い
な
い
の
に
対

し
て
、
『
経
律
異
相
』
で
は
こ
れ
を

「天
上
四
塔
」
と
同
様

に

「集
経

抄
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ

る
。
『経
律
異
相
』
に
は

『釈
迦
譜
』

か
ら
の
引
用
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
実

は

『釈
迦
譜
』
の
成
立
後

に

『
経
律
異
相
』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
ろ

う

か
。

「人
中
四
塔
」

に
関
し
て

は

『阿
育
王
伝
』
巻
第
二

(

)
に

あ
る
が

『
阿
育
王
経
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

⑥

「
天
上
龍
宮
初
造
舎
利
宝
塔
記
」、

出

典

は

「菩
薩
処
胎
経
」
と

さ
れ
て
い
る
。
『釈
迦
譜
』
巻
第
四
に
出

典

を

「菩
薩
処
胎
経
」
と
す

る

「釈
迦
天
上
龍
宮
舎
利
宝
塔
記
」
(

)
が
あ

り
、

こ

れ
と
同
内
容
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ

る
。
『
経
律
異
相
』
で
は
巻
第
六

「天
人
龍
分
舎
利
起
塔
」
(

)
に
相

当
す
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
『
経
律
異
相
』
で
は

「
菩
薩
処
胎
経
」
だ
け
で
な
く
、
「
十
誦
律
」

「
阿
育
王
経
」
等
の
記
述
も
合
わ
せ
て
引
用
し
て
い
る
。
現
存
す
る

『菩

薩
処
胎
経
』
で

は
巻
第
七
中

「起
塔
品
」

(

)
に
該

六
一
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僧
祐
撰
法
苑
雑
縁
原
始
集
に
つ
い
て

(菅

野
)

当
す
る
。

⑦

「龍
宮
初
造
仏
髭
塔
記
」、
出
典
は

「阿
育
王
経
」
と
さ
れ

て

い

る
が
、
現
存

の

『
阿
育
王
経
』
に
は
該
当
箇
所
が
見

あ

た
ら

な

い
。

『釈
迦
譜
』
巻
第
四
に

「阿
育
王
経
」
を
出
典
と
す

る

「釈
迦
龍
宮
仏

髭
塔
記
」
(

)
が
あ
り
、
こ
れ

と
同
内
容
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ

る
。
『
経
律
異
相
』

の
記
述
に
つ
い
て
は
⑥
を
参
照
。

⑧

「
閻
浮
提
初
分
舎
利
起
十
塔
記
」
、
出
典

は

「十
誦
律
」
と

さ
れ

る
。
『
釈
迦
譜
』
に
は
該
当
す
る
記
述
が
な
い
。
『
経
律
異
相
』
の
記
述

に
つ
い
て
は
⑥
を
参
照
の
こ
と
。
『十
誦
律
』
六
十
巻

(誦
毘
尼
上
巻
)

(

)
の
記
述
に
該
当
す
る
。

こ
の
他
に
出
典
を

「胎
経

(菩
薩
処
胎
経
)」
と
す
る

「初
集
大
乗
法

蔵
縁
記
」
は

『出
三
蔵
記
集
』
巻
第

一

「菩
薩
処

胎
経

出
八

蔵
記
」

と
、
ま
た
出
典
を

「大
智
度
論
」
と
す
る

「初
集
小
乗
三
蔵
縁
記
」
は

『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第

一
「
集
三
蔵
縁
起
」
と
そ
れ
ぞ
れ
同
様

の
も

の

で
あ
ろ
う
。

以
上

の
考
察
に
よ
り
ま
と
め
と
し
て
次
の
こ
と
が

指
摘

で
き

る
。

『
法
苑
雑
縁
原
始
集
』
の
目
録
に
示
さ
れ
た
記
事

の
う
ち
、
『釈
迦
譜
』

に
内
容
的
に
同
様
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
有
る
場
合
、
出
典
も
共
通
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
内
容
的
に
ほ
ぼ
同

一
と
み
て
よ
い
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
仏
宝
集
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
復
元
可
能
で
あ

る
。
ま
た

『
釈
迦
譜
』
と

『
経
律
異
相
』
を
含
め
た
三
者
の
内
容
に
関

六
二

す
る
比
較
対
照
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
出
典
と
し
て
示
さ

れ
た
経
典
に
つ
い
て
唐
代
以
後
と
調
巻
が
異
な
る
も

の
が

あ

る
こ
と

と
、
さ

ら

に

『
阿
育
王
経
』

に
つ
い
て

は

『法
苑
雑
縁
原
始
集
』
『
釈

迦
譜
』
『経
律
異
相
』
と
も
に
引
用
す
る
も
の
の
現
存
の

『阿
育
王
経
』

に
は
該
当
す
る
記
事
が
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
、
こ
の
こ
と
か
ら
梁
代
に

流
布
し
て
い
た
も
の
と
現
存
の
も
の
と
で
は
内
容
が
異
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
、
こ
の
二
点
で
あ

る
。
特

に
後
者
の
問
題

の
解
決

に
は

『
釈
迦
譜
』
『経
律
異
相
』

の
全
体
に
わ

た
る
更
な
る
詳
細
な
検

討
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

(註
省
略
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

僧
祐
、
法
苑
雑
縁
原
始
集
、
釈
迦
譜
、
経
律
異
相

(立
正
大
学
非
常
勤
講
師
)
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